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と  き  ３月９日（月）  

１０時～１１時３０分 

と こ ろ  ルナ・ホール 

講 師 元大阪府立大学理事・講師 

正木 裕氏 

新年明けましておめでとうございます。 

学友会会員の皆さまには穏やかな新年を迎えられた事、お慶び申し上げます。 

今年の４月には、学友会が設立されて４０周年の記念すべき年となります。 

４０年もの間、諸先輩の方々が築きあげてこられた、「シニアカレッジ卒業生」

による、大きな「学び」の団体です。四回の「旬」な講演会を聴き、音楽会や

夏・冬の懇親会を楽しむ。またテニス、ゴルフ、囲碁を通じて期を超えての活

動は地域に根差したものです。 

 高齢化社会が進んでいくなか、我々「先輩世代」として、積極的に地域社会

に関わっていくことの重要性を感じております。 

 今年も、夏休み教室を核として子供達との関わり、地域活動への参画を目指

した活動を進めていきたいと思っております。 

脈々と続いている学友会の継続と学友会活動のご支援をお願い申し上げ、

年頭のご挨拶とさせていただきます。 
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いる現状を踏まえて、火災事故を防ぐには市民がリチ

ウムイオン電池を必ず分別し、可燃ごみや不燃ごみに

混入させないようにと強く言われました。 

また市では、家庭から出る天ぷら油（廃食油）の回収

も行っていて、集めた廃食油は航空機の燃料になって

いるとのことでした。 

現在、芦屋市では年間約 2 万 8 千トンのごみを処理

していますが、収集や焼却処分で年間約 17 億円かかっ

ていることを知り、私たち一人ひとりが出来るだけご

みを減らす取り組みをしなければならないと強く感じ

た見学会でした。 

 ブラあしやの会は、自分たちが住んでいる芦屋のことをもっと知りたいと、年に 10 回ほど座学と市の

公共施設や名所旧跡を訪ねて学習しています。昨年 6 月 11 日には、私たちが何気なく捨てているごみが

どういうふうに処理されているのか知りたくて、浜風町にある市の環境処理センターを見学しました。 

 先ず最初に市の職員から環境処理センターの施設の概要や年間どれくらいのごみを処理しているの

か、それにかかる費用などを詳しく説明していただきました。そのあと、施設を見て回り市内全域から

集められたごみがひっきりなしに収集車で運んでこられる様子を見たり、ごみを集めたピットの大きさ

に驚きました。次に金属などのリサイクルを行っている作業場やペットボトルの選別と圧縮作業などを

見学しました。 

最近、全国各地でリチウムイオン電池が原因の火災事故が発生していますが、芦屋でも 700 万円で購

入した収集車が火災で廃車になったそうです。リチウムイオン電池が幅広く様々な電化製品に使われて

浜風町環境処理センター見学 ブラあしやの会代表 松木義昭（40 期） 

1 月 15 日、令和 2年以来 6年ぶりとなる懇親会形式の新年会

が盛大に開催されました。準備は 35 期、36 期、40 期の委員

を中心に、学友会委員の協力のもとに進められ、正月飾りや

各期のテーブル配置、料理など、細やかな気配りの会場でし

た。第一部は、越智会長や髙島崚輔芦屋市長の挨拶、樽酒の

鏡開きで幕を開け、会場は活気に包まれました。 

第二部では「アンジェロ・シンガーズ芦屋」のパワフルな合

唱とテノール歌手小川はじめ氏の独唱が披露されました。最

後は全員での『サンタルチア』の大合唱となり、会場が一つ

になりました。「お楽しみ抽選会」では、豪華景品や特別賞の

当選番号が発表されるたびに歓声が沸き起こって大いに盛

り上がり、杉山副会長による中締めで新年の門出にふさわし

い華やかな集いを締めくくりました。参加者は202名でした。 
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